






















並んで投票行動を規定する重要な要因とされてきた（今井, 2004, 86）（Campbell, 
Gurin, and Miller, 1954, 86）。しかし、政党志向や政策争点志向と比べて、候補
者志向についての知見の蓄積は、日本でも諸外国でも進んでいないといわれ























































その党派別内訳は、自民公認 8（うち当選 8）、公明公認 2（うち当選 2）、共












自民公認17（うち当選17）、公明公認 4（うち当選 4）、共産公認 4（うち当選 3）、
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